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東新川自治会災害時徒歩避難訓練
9時00分　防災訓練スタート
東新川防災無線にて災害時徒歩避難訓練開始の
アナウンスとともに多数の東新川区民が東新川災害
時避難施設に避難
9時30分　防災士  大城 良紀さんによる防災講話
①防災意識を高めていただきたいという趣旨で事
前に準備された防災リュックの中身を4班に分か
れて検証、話し合いました

②感想共有タイム
・防災の意識が低かったので参加して良かった、
職場に持ち帰って共有したい
・車中泊の災害リュックがあることを初めて知り
良かった
・食べ物以外（電池など）でも賞味期限（使用期限）
があることを初めて知った
・簡易トイレが段ボールで簡単に作れて驚いた
・ビニールのレインコートは風・雨をしのぐ、体を
温めるだけではなく特に女性が簡易トイレや着
替える際に周りから見えないように使えるとい
う新しい発見もあった

③最後に講師の大城防災士から
1日に必要な水は1人3ℓと言われているが数日
分家族全員の水を準備することは無理である
のと同様、生活に必要な物を全てをリュックに
詰めることは不可能である。何が必要なの
か日頃から家族で話し合い、各家庭に必要
なものを災害に備えてほしいとアドバイス
がありました

10時30分　防災訓練終了
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【記事・写真提供】東新川自治会 自治会長　大城 隆／南風原町社会福祉協議会 地域福祉係
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日　程 令和８年９月５日（土）～９月26日（土）
時　間 10：00～11：30（毎週土曜日　全4回）
場　所 南風原町総合保健福祉防災センター会議室５

（ちむぐくる館）
講　師 音訳サークルたんぽぽ会員
受講者 受講後南風原町でボランティアとして活動できる方
内　容 音訳を初めて学ぶ人向けの入門講座
受講料 無 料

定　員 10名

　南風原町社協では『福祉の心を育てるには幼少期から』の考えの
もと、福祉教育を行っています。町内にある認可保育園、幼稚園、小
学校、中学校、高校が『福祉教育推進校』となり、様々な福祉活動に
取組み福祉の心を育んでいます。
　主な活動として、保育園、幼稚園では「祖父母や地域のお年寄りと
交流」、「植物や動物を育てる」、「地域で働く方を表敬訪問」等に取
組んでいます。小学校では、学年ごとにテーマを決めて取組み、自分
たちにできることを探求します。中学校、高校では、実際に障がい者
施設や高齢者施設等でボランティア活動をし「共生」について考えを
深めたり、地域の福祉課題に目を向け、自分にできる社会貢献を
行っています。児童・生徒をとおして地域社会への啓発を図ることを
目指しています。
　これからも「ちむぐくるでつくる福祉のまち南風原」が続けられる
よう、みんなで地域福祉に関心をもち取り組んでいきましょう。

～福祉教育を推進～南風原町社協の福祉教育推進事業

音訳ボランティア
養成講座

【申込先】 南風原町社会福祉協議会　Tel. 098-889-3213（担当　山川）
音訳サークルたんぽぽは町広報誌等を音声にして目の不自由な方へお届けしています

申込締切

令和8年8月28日（金）

24時間テレビ募金活動

アイマスク歩行体験

なのはな保育園 栽培活動障がい者スポレク交流事業10代のボランティア研修会

南風原町老連第1回講演会及び新旧役員歓送迎会
　6月5日（金）ちむぐくる館におきまして、町老連
第1回講演会及び新旧役員歓送迎会が開催されま
した。講演会につきましては、午後4時～午後5時の
1時間講演で72名の参加がありました。
　テーマは「フレイルを知って備える。今日からで
きる元気な生活習慣づくり」沖縄大学 人文学部 福
祉文化学科 教授 宮本晋一氏を招いて行いました。
　内容は、①フレイルの説明 ②自宅で出来るキッ
チンフィットネス ③バランス感覚を養う運動 ④
栄養の摂り方の工夫などでした。皆さんに身近な話
題でしたので聞き入っている様子でした。
　会員からの声としては「とてもわかりやすい」「単
位クラブでも講演を依頼したい」などがありました。
　内容として座学のみではなく、全員で片足立ちな
どを行う講演でした。
　講演会終了後、午後5時30分から新旧役員歓送迎
会を開会しました。会員参加数は、61名でした。民
踊サークルの幕開けの踊りをかわきりに歓談とな
りました。お食事やお酒などを飲みながら、踊りや
カラオケで楽しんでいました。午後7時30分にはお
開きとなりました。

　町民生委員・児童委員連合会では、５月に町内
小中学校区において朝の交通安全と児童生徒へ
の声掛け運動を実施しました。
　私たちは普段の生活環境のなかで子供たちと
接する機会が少なく、声掛けしようと思っても
「知らない大人とは話すな」を教えられている
のではないかと思います。そういう状況下でこう
いう活動はとても有意義なことであり、地域への
貢献を実感できました。児童生徒へ「おはよう、
行ってらっしゃい、気をつけてね」など声掛けを
しました。児童生徒からも明るい笑顔で返事が
あり学校に向かいます。校長先生もほぼ毎日その
活動を実施されているそうです。校長先生や学校からもそういう地域の皆さんが協力してくださるのが
ありがたいと、感謝の言葉を頂きました。
　民生委員・児童委員のなかにも、ほぼ毎日そういう活動を実施している委員もいますが、それぞれで対
応できる範囲内で今後も取組んでいきます。
　「子どもは地域の宝」「社会の希望」と思います。民生委員・児童委員も子どもの健全育成の一翼を担うた
め、これからも活動を続けていきたいと思います。

【記事・写真提供】 南風原町第2民児協会長　野原 義雄

南風原町民生委員・児童委員 ～朝のあいさつ運動～

講師　宮本 晋一 氏 旧役員

講演の様子①

民踊サークル②

新しい町役員 カラオケの様子

講演の様子②

民踊サークル①
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沖縄高速印刷株式会社
〒901-1111 沖縄県島尻郡南風原町字兼城577　TEL 098-889-5513　FAX 098-889-5527

ADEMOK 様

イオン琉球南風原店 様

町内ファミリーマート各店 様

壺やきいも専門店くり太郎 様　

パン

食品

食品

焼きいも

仲里 利信 様

与古田 征男 様

パーソナルサポートセンター南部 様

匿名 様

野菜

野菜

バナナ

粉ミルク・ナス・ゴーヤー

寄　贈

その他、個人の方などから食料品・生活用品・野菜の寄贈がありました。ありがとうございます

匿名　様

寄　附
一般寄付として 2,000円

職 種 給 与

身体介護や生活援助などの訪問介護サービス業務／週25時間以内で、利用者のニーズに合わせた勤務
※週1日（1～2時間程度）から調整可能　※資格：介護福祉士、実務者研修修了者、初任者研修修了者など（必須）

業務内容
及び資格

登録ヘルパー （時給）1,350円～1,650円 活動費：1件について
350円支給

登録ヘルパー募集

【お問い合わせ】　南風原町社会福祉協議会　☎（098）889-3213（担当：赤嶺）

ご寄附・ご寄贈ありがとうございました　令和8年6月1日～6月30日

～あらたに社協の役員（理事・監事）が選任されました～
　6月18日開催の令和8年度定時評議員会において、欠員となっていた理事1名•監事2名
が選任されました。新しい理事は、玉城 雅史氏（町区長会長）、監事に長尾 栄正氏（学識
経験者）、大城 学氏（JA南風原支店長）です。
　新たに選任された玉城理事、長尾監事、大城監事には、任期中、地域福祉推進の中核
組織である社協の役員として町民の福祉向上にご尽力されることをご期待します。

たま      き           まさ    ふみ

おお    しろ       まなぶ

なが      お           えい   しょう

監事 大城  学 氏監事 長尾 栄正 氏理事 玉城 雅史 氏
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